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SHOUSEI 

平成１７年２月号

活
発
な
事
業
展
開 

誇
り
に
思
う 

単
色
の
冬
景
色
の
中
、
梅
の
紅
白

が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

年
末
年
始
の
慌
し
さ
も
一
段
落
、
ご

商
売
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト

ル
で
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ

れ
に
し
て
も
、
昨
年
末
か
ら
の
自
然

災
害
の
傷
跡
は
国
内
外
を
問
わ
ず

未
だ
に
そ
こ
か
し
こ
に
残
っ
て
お

り
ま
す
。
被
災
に
さ
れ
た
皆
様
の
一

日
も
早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り
で

す
。 さ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
抱
い
て

迎
え
た
21
世
紀
も
早
や
５
年
目
。
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の
夢
は
そ
の
実
現
に

近
づ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

皆
様
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

る
地
域
に
お
い
て
、
そ
し
て
ご
自
身

の
ご
商
売
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
の
夢

は
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
？

そ
の
夢
の
実
現
に
役
に
立
つ
Ｙ
Ｅ

Ｇ
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

商
青
連
会
長
と
し
て
の
任
期
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
商
青
連

の
夢
、
「
美
し
い
日
本
」
は
そ
の
実

現
に
近
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
自
問
し
て
い
ま
す
。 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
主
役
は
各
単
会

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
商
青
連
の
役

割
の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の
は
、

「
各
地
単
会
、
そ
の
連
合
体
で
あ
る

各
道
府
県
連
そ
し
て
各
地
ブ
ロ
ッ

ク
連
合
会
と
い
う
全
国
各
地
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
（
も
ち
ろ
ん
会
員
個
人
及
び
企

業
も
含
め
て
…
）
の
活
動
が
よ
り
活

発
化
し
、
成
果
を
挙
げ
、
そ
し
て
各

会
員
並
び
に
会
員
企
業
の
役
に
立

つ
こ
と
」
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
、

本
年
度
の
商
青
連
は 

１
．
単
会
（
道
府
県
連
並
び
に
各
ブ

ロ
ッ
ク
連
合
会
）
へ
の
活
動
支
援

２
．
全
国
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
３
万
人
へ
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
提
供 

３
．
組
織
と
し
て
の
力
の
強
化
と
そ

の
影
響
力
の
発
揮 

を
基
本
方
針
と
し
て
各
種
の
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

●
単
会
へ
の
活
動
支
援
の
一
環
と

し
て
全
国
各
地
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
展

開
す
る
事
業
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
た
め
の
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大

賞
」
の
開
催
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の

「
事
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」 

●
会
員
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
提
供
の
一
環
と
し
て
の
「
第
二

回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
開
催
「
ご
縁
満
開

Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ト
」
の
普

及
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
の
開

催 

等
々
、
ほ
ん
の
一
部
だ
け
の
例
を
挙

げ
て
も
そ
の
活
発
な
事
業
展
開
は

胸
を
張
れ
る
も
の
が
あ
る
と
自
負

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
商
青
連
役
員

が
知
恵
を
絞
り
、
自
ら
の
商
売
と
の

兼
ね
合
い
を
つ
け
な
が
ら
の
活
動

の
中
で
一
所
懸
命
に
展
開
し
て
い

る
事
業
ば
か
り
で
す
。
皆
様
の
代
表

と
し
て
全
国
か
ら
出
向
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
役
員
の
皆
様
の
熱
意

と
行
動
力
に
は
感
服
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
番
大

切
な
こ
と
は
４
０
０
余
単
会
を
会

員
と
す
る
連
合
体
で
あ
る
商
青
連

と
し
て
、
そ
の
４
０
０
余
単
会
、
３

万
人
の
視
点
・
視
線
で
モ
ノ
ご
と
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
？

展
開
す
る
事
業
が
本
当
に
４
０
０

余
単
会
、
３
万
人
の
役
に
立
つ
か
ど

う
か
？
で
す
。 

ま
ず
は
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
に

き
ち
ん
と
そ
れ
ら
の
事
業
に
関
す

る
情
報
を
お
伝
え
し
、
利
用
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
よ
り
皆
様

の
使
い
勝
手
が
い
い
も
の
に
進
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
や
意
見
が
頼
り

な
の
で
す
。 

そ
の
た
め
に
、
従
来

か
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
、
機
関
紙
「
翔
生
」
等
に
加

え
て
、
ま
ず
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
で
あ
る
「
エ
ン
ジ

ェ
ル
タ
ッ
チ
」
を
活
用
し
て
商
青
連

か
ら
各
単
会
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム 

の
情
報
提
供
の
道
具
と
し
て
「
商
青

連
連
絡
ボ
ー
ド
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
会
長

と
語
ろ
う
」
と
い
う
会
議
室
も
開
設

い
た
し
ま
し
た
。
各
会
員
の
ご
意
見

や
お
考
え
に
は
十
分
に
耳
を
傾
け

る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

特
に
、
「
会
長
と
語
ろ
う
」
と
い

う
会
議
室
は
、
今
ま
で
開
催
し
て
ま

い
り
ま
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
長
会

議
で
の
意
見
交
換
会
等
の
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
は
、
皆
様
と
の
意
見

交
換
が
十
分
で
は
な
く
、
全
国
各
地

の
皆
様
の
ご
意
見
を
も
っ
と
も
っ

と
聞
き
た
い
、
も
っ
と
も
っ
と
話
し

合
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
開
設
し

た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル
は

強
制
配
信
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

各
単
会
の
会
長
様
は
恐
れ
入
り
ま

す
が
商
青
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
に
て
ご
確

認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

全
国
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会
は
、
そ
の
名
の
如
く
、
単
会
か
ら

独
立
し
た
組
織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
単
会
を
会
員
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
連
合
会
組
織
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
商
青
連
あ
っ
て
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
あ
っ
て
の
商
青
連
で
あ
る
は

ず
で
す
。 

そ
の
基
本
を
し
っ
か
り
と
踏
襲

し
つ
つ
、
昨
年
11
月
の
全
国
大
会
北

海
道
帯
広
大
会
に
て
ご
承
認
い
た

だ
い
た
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
荒
濱
健
太
郎

次
年
度
会
長
予
定
者
は
、
大
き
な
全

国
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

熱
く
燃
え
て
い
ま
す
。
次
年
度
、
荒

濱
君
に
対
し
ま
し
て
の
倍
旧
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
に
代
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ご
精
読
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

日
本
商
工
会
議
所 

 

全
国
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

 
 
 
 

 

会
長 

小
園 

浩
幸 

 

 



 第 25 回全国大会愛知大会の大会概要が 

第 155 回（平成 16 年度第４回）役員会で承認されました。 

氏    名   荒濱 健太郎 

生年月日   昭和 39 年 11 月 16 日 血液型 O型 

家族構成   母・晴子（71 歳） 妻・純子（40） 長男・豊樹（高校２年）   

次男・敬信（中学１年）  犬２頭・うさぎ・亀・すっぽん・熱帯魚・等

趣    味   スポーツ（バスケット・スキー・等） 

事 業 所  (有)荒濱建築工務店  役職 代表取締役社長 

略    歴 

 平成３年   米子 YEG入会 
 平成７～９年 米子 YEG理事 

 平成１０年  韓国へ骨髄提供（骨髄バンク） 

 平成１１年  米子 YEG副会長 

 平成１２年  米子 YEG専務理事 

 ・米子市立加茂小学校 PTA会長 

 ・米子市小学校 PTA連合会 副会長 

 ・鳥取県小学校 PTA連合会 監事 

 平成１３年  米子 YEG副会長 

 平成１４年  米子 YEG会長 

        鳥取県連会長（鳥取県商工会議所青年部連合会） 

 平成１５年  第２３回全国大会米子大会大会会長 

        鳥取県連会長 

 平成１６年  商青連副会長（日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会）

 

【会員メンバーの皆様へ】 
ＹＥＧ１４年の歩みの中で、多くのことを人から学び、経験を重ね、

数多くの感動を頂きました。その間、私が、心の支えとしてきた言

葉があります。 
人に何かをしてもらったときより 

人に何かをしてあげて 
感謝されたときのほうが 嬉しい 
それが誰かのためになるなら 

もう少し頑張ってみようと 力が湧いてくる 
人の役に立つこと 人のために尽くすこと 
それは あなたの心を豊かに変えてくれる 
真の喜びは「与える」ことから生まれる 

 
今改めて、この言葉を、心に刻み込み、各地ＹＥＧの視点に立ち、

力を合わせ、魅力あるＹＥＧづくりの為に役立ちたいと思います。

次年度一年間よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 P  R 
荒荒濱濱健健太太郎郎氏氏  ととははここんんなな人人！！！！  

【目的】  
本大会は、商工会議所活動の一翼を

担う全国各地の青年経済人が、交流

と研鑚を通じて次代への先導者と

しての意識高揚を図る。併せて、新

しい地域文化の創造と豊かで住み

よい地域づくりに向けた役割と責

務について認識を深める。以て、地

域経済社会の将来にわたる健全な

成長・発展に寄与することを目的と

して開催します。 

 次 年 度 会 長 紹 介People 

【大会キャッチフレーズ】 
 愛・き・わ・み   あなたに逢いたい！愛、知る 愛知で 
 わが国は四季のある美しい自然環境に恵まれ、「和」の民族性に裏打ちされた独自の文化を育んでき

ました。また、過去に幾度となく訪れた厳しい時代も民の叡智と情熱で乗り越えてきた力強さを併せ

持っております。ますます世界が狭くなりつつあるこの時代、わが国は政治の場面でもビジネスの場

面でも、世界で、中でも特にアジアにおいて従来とは異なる新たなリーダーシップを発揮することが

求められています。その中で我らＹＥＧが担うべき責任と役割はますます大きくなっております。 
 
  そんなＹＥＧの一員として、愛知は、この大会を通じて「愛」を語ります。人と人との心のつなが
りを原点に、全国のアントレプレナーのために「愛」の機会を提供させていただきます。「愛」とは人

と人との心のつながり、思いやり、そして「ありがとう」から始まる感謝の気持ちです。 
  その感謝の気持ちは商売の原点。国籍を問いません。キーワードは「愛・き・わ・み」。  
智慧・技能・技術の「技」の愛知、伝統・歴史・絆・信頼の「和」の愛知、自然・環境・創造・未来

の「美」の愛知を発信してまいります。 
 
日本国際博覧会「愛・地球博」との同時開催という千載一遇のチャンスを活かし、全国から結集する

ＹＥＧが、「愛・き・わ・み」を体感しながら、世界に繋がることができる「国際性」溢れる大会にい

たします。私たちＹＥＧが商売のベースとして寄って立つ地域の経済は、世界の、アジアの経済との

繋がりなくしては成り立たない時代です。地域の経済的発展に責任を負う私たちＹＥＧに、地域にし

っかりと根ざしつつ、世界、特にアジアの中での日本、その中での自分の地域であるという視点を持

つことの大切さを感じていただきます。様々な国際交流を通じて、様々な気づきの場を提供いたしま

す。２１世紀はアジアの時代と言われるように、日本の中小企業の経営に関わる私たちＹＥＧにとっ

てもアジア諸国の動向には目が離せません。アジアの若手経営者との交流を通じて、世界を視野に入

れた新たなビジネスパートナーとの出会い、ビジネスチャンス創造の機会を提供いたします。同時に、

全国各地４００の地域で頑張るＹＥＧの存在意義と活動内容をアジアへ、世界へ発信していきます。 

開催日 : 平成 17年 7月 7日
～10日

開催地 : 愛知県 豊田市 



 

■
最
高
潮
の
フ
ィ
ナ
ー
レ 

 

全
国
会
長
研
修
会
岡
山
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
、
全
国
大
会
愛
知
大
会
の
趣
向

を
凝
ら
し
熱
の
こ
も
っ
た
Ｐ
Ｒ
の
後
、

帯
広
出
身
で
テ
レ
ビ
の
物
ま
ね
番
組

で
も
人
気
を
博
す
タ
レ
ン
ト
何
ン
田

研
二
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
り

は
最
高
潮
に
達
し
た
。
最
後
は
荒
濱
健

太
郎
商
青
連
次
年
度
会
長
の
発
声
で

一
本
締
め
し
大
懇
親
会
は
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
た
。 

第 24 回  Report 

■
手
作
り
の
大
懇
親
会
会
場 

夕
闇
が
会
場
全
体
を
包
み
は
じ
め

た
午
後
６
時
す
ぎ
、
千
歳
、
旭
川
、
釧

路
な
ど
道
内
各
空
港
か
ら
の
移
動
分

科
会
参
加
者
を
乗
せ
た
バ
ス
や
市
内

か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
続
々
と
大

懇
親
会
会
場
に
到
着
し
は
じ
め
た
。
会

場
は
帯
広
市
の
隣
町
音
更
町
に
あ
る

「
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会
場
（
通
称

ア
グ
リ
ア
リ
ー
ナ
）
」
で
、
西
に
北
海

道
の
背
骨
と
称
さ
れ
る
日
高
山
脈
を

望
み
、
周
囲
を
広
大
な
畑
作
地
帯
に
囲

ま
れ
た
雄
大
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
立

地
し
て
い
る
。
し
か
し
、
普
段
は
牛
の

品
評
会
な
ど
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
、
特

別
な
会
場
装
置
は
何
ひ
と
つ
な
い
。
看

板
、
飲
食
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー
ジ
、
ク
ロ

ー
ク
な
ど
会
場
装
飾
は
全
て
メ
ン
バ

ー
が
手
作
り
で
施
工
し
た
。
と
り
わ

け
、
会
場
南
側
に
隣
接
し
て
設
置
し
た

仮
設
会
場
は
、
「
施
設
に
お
金
を
か
け

る
く
ら
い
な
ら
食
べ
物
を
充
実
さ
せ

よ
う
」
と
の
思
い
で
建
築
現
場
用
の
ビ

デ
を
組
み
周
囲
に
シ
ー
ト
を
張
っ
た

労
作
の
手
作
り
会
場
。
こ
の
野
性
味
あ

ふ
れ
る
会
場
も
ま
た
北
海
道
ら
し
く

も
あ
っ
た
。 

■
道
青
連
メ
ン
バ
ー
の
力
が
結
集

 

ク
ロ
ー
ク
、
会
場
案
内
、
料
理
の
盛

り
付
け
、
ド
リ
ン
ク
補
充
な
ど
裏
方
の

作
業
の
ほ
と
ん
ど
を
道
青
連
メ
ン
バ

ー
が
担
っ
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
網
走
、

遠
軽
、
北
見
、
美
幌
、
釧
路
、
浦
河
の

各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら

調
達
し
た
食
材
を
屋
台
で
提
供
し
て

く
れ
た
。
地
理
的
な
事
情
も
あ
り
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
状
況
で
当
日
を
迎
え
た
が
、
作
業
に

あ
た
っ
た
メ
ン
バ
ー
全
員
が
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
、
参
加
者
の
記
憶

に
残
る
懇
親
会
を
実
現
で
き
た
こ
と

は
、
道
青
連
メ
ン
バ
ー
の
パ
ワ
ー
と
結

束
力
の
強
さ
の
証
左
と
い
え
る
。 

■
五
感
に
響
く
北
海
道
の
味
覚 

懇
親
会
の
最
大
の
楽
し
み
は
食
。
過

去
の
全
国
大
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
食
材
や
文
化
に
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
北
海

道
と
い
え
ば
「
食
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、
参
加
者
に
北
の
大
地
の
味
覚

を
存
分
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
の
一

念
で
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。
毛
ガ
ニ
、
タ
ラ
バ
、
花
咲
の
三
大

ガ
ニ
や
農
業
王
国
十
勝
の
沃
野
が
育 

             ん
だ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
と
う
も
ろ
こ
し
、

十
勝
牛
の
丸
焼
き
、
チ
ー
ズ
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
な
ど
農
畜
産
物
、
ま
た
、
北
海
道

遺
産
に
も
指
定
さ
れ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
、
イ
ク
ラ
丼
、
最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で

脚
光
を
浴
び
た
豚
丼
、
新
鮮
な
海
の
幸

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
海
鮮
焼
き
、
刺

身
、
寿
司
、
こ
の
ほ
か
前
述
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

屋
台
な
ど
参
加
者
に
は
北
海
道
の
味

覚
を
ま
る
ご
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。 

ム
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｌ
ａ
！
ｍ
ａ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
え
く
す
く
ら
め
ー
し
ょ
ん
）」
、
そ
し

て
太
鼓
同
好
会
「
め
む
お
ろ
太
鼓
」
と

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｙ
」
に
よ
る
踊
り
と
演
奏
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
。
ス
テ
ー
ジ
を
縦
横
無
尽
に

走
り
回
る
躍
動
的
な
演
舞
と
日
本
の

伝
統
的
和
楽
器
と
ギ
タ
ー
、
ド
ラ
ム
の

音
色
が
見
事
に
調
和
し
、
大
音
響
が
流

れ
る
会
場
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
さ
な

が
ら
の
熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
開

会
宣
言
の
後
、
小
園
浩
幸
商
青
連
会
長

ほ
か
役
員
の
登
壇
と
紹
介
が
あ
り
、
小

園
会
長
、
國
枝
恭
二
大
会
会
長
が
「
北

海
道
の
特
産
を
楽
し
み
、
交
流
の
輪
を

広
げ
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の

砂
川
敏
文
帯
広
市
長
、
岩
野
洋
一
帯
広

商
工
会
議
所
会
頭
が
歓
迎
の
祝
辞
を

述
べ
た
。 

 

平成１６年１１月５日、北海道商工会議所青年部連合会（以下道青連）、そして帯広ＹＥＧにとって１０年来の念願だった 

「日本商工会議所 全国商工会議所青年部連合会 第２４回全国大会北海道・帯広大会」の幕がきって下ろされた。 

この日は、全国各地から３，０００名を超えるメンバーを迎えるにふさわしく、早朝から北海道特有の抜けるような青空 

が広がり、気温も１０度を超え、多少の肌寒さを感じるものの、この時期の北海道としては申し分のない天候となった。 

本稿では、全国大会のメーン事業「大懇親会」にスポットを当て報告する。 

全国大会 
北海道・帯広大会 

■
興
奮
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

３
，
０
０
０
人
の
人
い
き
れ
で
会
場
が

熱
気
に
包
ま
れ
た
午
後
７
時
、
い
よ
い

よ
大
懇
親
会
が
開
会
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
っ
た
の
は
、
地
元
よ
さ
こ
い
チ
ー



 

 
各ブロックで毎年開催されるブロック大会とは、熱あるＹＥＧ会員が一堂に会し、ヤングアントレプレナーズスピリッツ、そして強い絆を再確認することです。

「間違いなく〝美しい日本の創造〟を築いていく支えとなる！」そんな思いを一人一人の心の松明につけて各地域へお持ち帰りいただき、そして各地のＹＥＧ

で輝きをもって事業を行っていただく、そのようなことを目的に毎年１回開催しております。 

すてきな情報を得るためには、互いに鮮度の高いネットワークが必要になります。「情報」とは、「情けに報いる」と書きます。確かな情報を得るためには、 

デジタルな社会（インターネット）だけではなく心と心のつながりをもった良好な仲間環境が必要になります。ここから創造的商品（オリジナリティ）が生まれ 

地域社会に貢献できるのだと信じております。 

その開催地でしか体験できない分科会、記念式典、記念講演、大懇親会を通じて「美しい日本の創造」に向かって歩んでいきましょう。 

平成１６年度 専務理事   中村 寿志 

 

 実行委員会や、専門部会を幾度となく行い、疑問が

あれば前年度大会主管をした北見ＹＥＧ事務局さん

へ問合せをする日々が多く、問題をクリアしてはまた

新しい壁にぶつかる、その繰り返しでした。 
 大会が近づく頃にはメンバーの意思統一もでき、緊

張感も高まり、入念な確認作業を夜遅くまで何日も続

きましたが、当日はメンバー１人１人が役割を遂行

し、大きな混乱もなく、運営をスムーズに行えたと思

っております。 
 私は受付担当していたので、記念式典や記念講演、

大懇親会などを自分の目で見ることが出来ませんで

したので、後日、ビデオで見たときには改めて終わっ

たという安堵感とやり遂げたという達成感でいっぱ

いでした。 
 最後に大会主管という機会を与えていただき、大変

貴重な経験をさせていただきました、関係者皆様に厚

くお礼申し上げます。 
 

北海道歌志内商工会議所青年部事務局  
山中 隆志 

 Block 

役員会を開き、メンバーと大会主管について協議

を重ねました。 
結果、メンバーからは「例年のような立派な大会

は出来なくても、思いやりを持った歌志内スタイル

を!!」という意見でまとまりました。 
翌８月、道青連理事会で大会主管を正式に承認さ

れ、一歩一歩前に向かって準備を始めました。 
開催地テーマ「尖鋭結集！将来に向かって」のも

と実行委員会を作り、大会の日程や内容について、

メンバーが一丸となって準備を進めてまいりました

が、苦労も多々ありました。 

昨年９月１８日（土）歌志内ＹＥＧ主管により「第

１７回北海道ブロック大会」を大過なく終えることが

出来ました。 
大会開催に当り、北海道内並びに全国各地から参加

していただきましたＹＥＧメンバー、そして公務ご多

忙の折にもかかわらずご臨席を賜りましたご来賓の

皆様に厚くお礼申し上げます。 
平成１５年７月に平成１６年度北海道大会主管の

お話をいただいたときは本当に驚きました。 
当市は日本一人口が少なく、小さい市ということも

あり会場は！宿泊施設は！交通機関は！そしてメン

バー１５名でできるのか！等々、他のまちでは考えら

れない問題が最初にたくさんあり、不安だらけのスタ

ートでした。 

 1 
9 Block Story 

ブロック大会とは・・・ 

 

‾
日本一人口の少ない市で 
やり遂げたブロック大会 

北海道 
ブロック大会を 
主管して 



 

 

    
「「「
コココ
ミミミ
ュュュ
ニニニ
テテテ
ィィィ
ビビビ
ジジジ
ネネネ
ススス
ののの
魅魅魅
力力力
ににに
せせせ
ままま
るるる
」」」   

 

平
成
１６
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担
当
副
会
長 

梶
谷 

俊
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委 

員 

長 

松
田 

善
信 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
課
題
・
問
題
を
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
手
法
で
解
決
し
て
い
く
事
等
が
一
般
的
に
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
も
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
は
我
々
商
工
会
議
所
青
年
部
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
●
地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
●
街
づ
く

り
・
お
祭
り
・
商
店
街
活
性
化
事
業
等
、
地
域
・
地
域
住
民
と
切
っ
て
は
切
れ
な
い
関
係
で
あ
る
こ

と
●
地
域
に
根
ざ
し
て
業
を
営
む
企
業
家
で
あ
る
こ
と
●
青
年
部
に
は
多
様
な
才
能
を
持
っ
た
人

材
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
●
全
国
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
を
通
し
て
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
る
こ
と
●
青
年
部
メ
ン
バ
ー
は
既
に
経
営
資
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
等
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る
う
え
で
大
き
な
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が

行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

                          
  

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
事
例
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
地
域
を
愛
す
る
青
年
経
済
の
自
覚
を
持

ち
、
こ
の
よ
う
な
混
迷
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
住
ん
で
い
る
、
市
・
町
・
村
の
問
題
を
考
え

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
、
自
社
企
業
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い

く
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

第
三
セ
ク
タ
ー
の
観
光
開
発
を
、
全
国
で

初
め
て
民
間
で
買
い
取
っ
た
例
で
す
。
心
豊
か

で
繁
栄
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
創
造
す
る
市

民
企
業
と
し
て
、
酒
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
酒
田
Ｊ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
の
有
志
が
出
資
を
し
て
平
成
１６
年
４
月

１
日
「
酒
田
ま
ち
づ
く
り
開
発
株
式
会
社
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

事
業
計
画
は
、
専
従
者
雇
用
確
保
に
向
け
て

の
初
期
収
益
事
業
の
展
開
、
地
元
産
品
を
活

か
し
た
特
産
品
・
観
光
み
や
げ
も
の
品
等
の
共

同
企
画
開
発
の
推
進
、
酒
田
の
情
報
発
信
媒

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
酒
田
に
関
す
る
す
べ

て
の
情
報
発
信
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
地
元
産
品
の
販
売
ル
ー
ト
開
拓
、
小
規

模
作
業
所
等
と
の
連
携
、
ハ
ン
デ
を
抱
え
る
人

の
自
立
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
加
工
製
造
工

場
の
設
置
等
で
す
。 

何
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、
こ
の
会
社
の
取

締
役
に
は
、
市
長
・
会
頭
・
地
元
農
協
組
合
長

等
様
々
な
人
材
が
集
ま
っ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
将
来
の
あ
り
方
、
地
元
観
光
施
設

て
こ
入
れ
等
討
議
か
ら
実
践
ま
で
こ
の
会
社
で

出
来
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

い
ま
さ
ら
人
に
聞
け
な
い
？！

Ｙ
Ｅ
Ｇ
時
事
用
語 

Community Business

【Community Business】   ■そもそもコミュニティビジネス（以下ＣＢ）って何？ （九州ＣＢ推進会議のホームページより抜粋） 
住民が主体になって、地域の資源を活用することによって、より良い地域づくり、生活づくりに貢献するための事業活動のことを言います。  

１. ここでいう「コミュニティ」とは、中学校区をひとつの地域（コミュニティ）といわれていますが最近の傾向としてもっと広域になっているようです。 

２. 地域のために起こす事業（ＣＢ）は、無償活動ではなく、収益を得る事業活動で地域の遊休資源利用を通して、適正な利益を得られるように事業推進しますから 

地域の隠れた資源の掘り起こしや再生などに一役買うということも重要です。  

３．これまでの事例としては、初期的な補助金や行政の受託事業など地域の行政などとの連携を通し、 力をつけつつ、自主運営化に発展するケースが多く見られます。 

 つまりよりよい街づくり、自分起こしなどのために、等身大ではじめる起業へのチャレンジが主で、ローリスク・ローリターンの事業といわれています。  

４．ＣＢが育つ土壌づくりにおいては、行政や社会貢献を進める企業の理解が欠かせませんし、 (ア) 活動の支援者として、(イ) 雇用者として、 

(ウ) サービスをうける消費者として、より多くの地域住民を巻き込みながらネットワーク網を作ることもコミュニティ・ビジネスでは重要です。 

５．提供するサービスは異なっても、共通する目的がコミュニティ・ビジネスにはあります。それは、地域と住民と事業者の共益、共生の理念に基づく 

事業推進活動です。これがコミュニティ・ビジネス活動の第 1目的と考えられています。この点が、従来の私益追求の事業と一線を画する点です。 

http://slowfood.smile.tc/japan/ki_2.html 

栃
木
県
足
利
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

山
形
県
酒
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

麦
わ
ら
ぼ
う
し
の
会 

酒
田
ま
ち
づ
く
り

開
発
株
式
会
社

栃
木
県
足
利
市
の
「
麦
わ
ら
ぼ
う
し
の
会
」

は
栃
木
県
産
の
小
麦
の
普
及
拡
大
を
目
指

し
、
地
元
の
笠
原
産
業
㈱
代
表
笠
原
健
一
君

（
商
青
連
Ｃ
Ｂ
委
員
会
）
を
中
心
に
、
生
産
農

家
・
Ｊ
Ａ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・
サ
ポ
ー
タ
ー
消

費
者
が
結
集
し
た
Ｃ
Ｂ
で
、
栃
木
の
小
麦
繋
が

り
の
業
種
横
断
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
に
、
町

お
こ
し
・
地
域
づ
く
り
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま

す
。
「
素
材
資
源
と
し
て
の
地
元
小
麦
」
「
企
業

資
源
と
し
て
の
地
元
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
」
を
活

用
し
て
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
「
地
産
地
消
」
「
食

育
」
を
柱
に
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 



  平成 16 年 12 月２日 夕闇せまる午後５時・・・ここは東京・東商ビル 7 階。会議場では役員

が今年度最後の東京での役員会に挑んでいます。今日はいつもにも増して喧々諤々とやってい

るそんな中、オブザーバー席を外れてロビーで息抜きする専門委員達。中の喧騒にあおられて

か、なんだか外でも賑やかにブツブツやってます。  ちょっと聞き耳を・・・。 

公公公
募募募
委委委
員員員
ののの   

つつつ
ぶぶぶ
ややや
ききき
茶茶茶
話話話
会会会   

 

今
日
は
総
務
と
企
画
委
員
会
以
外
（
本

年
度
の
公
募
の
あ
っ
た
委
員
会
）
の
方
た

ち
で
す
よ
ね
。
一
年
や
っ
て
き
て
の
思
い

を
お
題
に
と
ら
わ
れ
な
く
話
し
ま
し
ょ

う
。
じ
ゃ
、
Ｈ
氏
で
取
り
ま
と
め
し
て
ね
。

（
司
会
決
定
） 

 

Ｈ
氏 

今
回
自
分
か
ら
進
ん
で
出
向
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
「
そ
の
理
由
、
経
緯
」
を

聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？ 

 

Ｉ
氏 

そ
れ
を
言
っ
た
ら
誰
か
判
っ
ち
ゃ

い
ま
せ
ん
か
？ 

ま
、
い
い
か
。
私
の

場
合
出
向
の
目
的
は
自
己
研
鑽
で
す
か

ね
。
人
づ
く
り
と
い
い
ま
す
か
、
い
ろ

ん
な
人
と
知
り
合
い
た
い
と
思
っ
た
わ

け
で
す
。
全
国
大
会
開
催
に
向
け
て
の

準
備
の
一
環
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

Ｋ
氏 

私
は
ず
っ
と
出
向
し
て
ま
す
ね
。

仕
事
も
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
と
い
う

一
面
が
あ
り
ま
す
よ
。
実
際
多
く
の
方

と
知
合
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
り
ま

し
た
し
。 

 

Ｈ
氏 

そ
う
で
す
よ
ね
、
ビ
ジ
ネ
ス
あ
っ

て
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
。
Ｓ
さ
ん
、
Ａ
さ
ん
は
ど

う
で
す
か
？ 

 

Ｓ
氏 

私
は
昨
年
は
出
向
と
か
じ
ゃ
な
く

機
会
が
あ
っ
て
ほ
ぼ
一
年
間
、
商
青
連

を
間
近
で
見
て
き
ま
し
た
が
、
い
い
勉

強
が
出
来
る
と
感
じ
ま
し
た
。
商
売
が

ら
直
接
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
の
は
難

し
そ
う
だ
け
ど
、
自
己
研
鑽
と
し
て
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
し
か
し
、

商
青
連
は
ま
だ
ま
だ
複
雑
で
「
数
年
間
」

と
い
う
ス
パ
ン
で
取
り
組
ま
な
い

と
・
・
・
。
だ
か
ら
来
年
度
以
降
が
楽

し
み
で
す
。 

 

Ａ
氏 

僕
は
昨
年
度
単
会
で
商
青
連
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
出
し
た
ん

で
す
が
、
も
と
も
と
出
会
い
と
い
う
の

が
好
き
な
の
で
、
長
い
目
で
見
た
利
益

と
い
う
か
、
同
じ
汗
を
か
い
て
深
く
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て

ま
す
ね
。 

Ｈ
氏 

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
や
考

え
が
お
あ
り
の
よ
う
で
す
ね
。
Ｋ
さ
ん

は
結
果
を
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ

れ
で
行
く
と
、
話
し
的
に
は
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
・
・
・
。 

 Ｋ
氏 

そ
う
で
す
ね
。
数
年
前
の
出
向
で

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ス
。
ア
ン
ト
プ

レ
ナ
ー
ズ
委
員
会
が
始
ま
っ
て
「
み
ん

な
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
ろ
う
よ
！
」
っ
て

言
う
雰
囲
気
が
出
来
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
よ
。
そ
り
ゃ
三
万
人
の
会
員
と
チ
ャ

ン
ス
を
共
有
で
き
る
ん
で
す
か
ら
・
・
・
。

そ
れ
に
出
向
者
、
特
に
公
募
の
連
中
は

中
途
半
端
な
気
持
ち
で
出
て
い
な
い
で

す
よ
。
ぼ
く
は
実
例
を
作
り
た
か
っ
た

し
、
そ
れ
が
実
感
で
き
た
か
ら
裏
方
に

な
っ
て
で
も
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
か

Ａ
氏 

単
会
で
の
悩
み
な
ん
て
、
外
で
は

ち
っ
ぽ
け
だ
な
と
感
じ
ま
す
ね
。
ぼ
く

も
こ
れ
ま
で
の
数
年
間
で
日
本
中
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
て
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
仕
事
や
単
会
に

役
に
立
つ
。
帯
広
、
米
子
な
ん
て
ま
さ

に
そ
う
。 

 

Ｉ
氏 

問
題
は
商
青
連
が
な
か
な
か
開
け

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
だ
っ
て
全
単

会
か
ら
出
向
し
て
な
い
し
、
出
向
者
の

中
に
は
「
単
会
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
」

な
ど
と
単
会
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る

人
も
い
る
し
。
単
会
が
ベ
ー
ス
だ
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。 

 

Ｈ
氏 

商
青
連
の
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
ま

す
？ 

 

Ｉ
氏 

今
年
は
途
中
か
ら
入
れ
て
も
ら
っ

た
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
「
ポ
ツ
ン
」

と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
も
っ
と
我
々

が
自
由
に
動
け
る
組
織
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
ね
。
例
え
ば
県
連
の
役

員
が
商
青
連
の
理
事
と
し
て
出
向
し
ま

す
が
、
も
っ
と
出
た
い
人
が
自
由
に
出

れ
る
と
か
・
・
・
。 
 

Ｋ
氏 
温
度
差
は
感
じ
ま
す
よ
ね
。
単
会

で
終
っ
た
人
が
頼
ま
れ
た
か
ら
商
青
連

に
・
・
・
。
も
っ
と
自
分
で
貪
欲
に
動

か
な
き
ゃ
だ
め
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
単

会
に
情
報
を
落
と
し
て
い
く
ん
で
す

よ
。
公
募
委
員
の
人
の
ほ
う
が
い
ろ
い

ろ
と
人
を
紹
介
し
て
ま
す
よ
。
今
年
な

ん
か
会
長
が
身
近
に
な
っ
た
し
、
役
員

会
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
で
き

る
ん
で
す
よ
。
そ
の
会
議
な
ん
か
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
県
連
や
単
会
で
使
わ
な
く
ち

ゃ
ね
。 

 

Ｈ
氏 

僕
ら
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い

し
、
商
青
連
の
い
い
と
こ
ろ
も
知
ら
せ

た
い
で
す
し
ね
。
こ
の
商
青
連
、
ど
う

感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
Ｓ
氏
？ 

 

Ｓ
氏 

活
動
が
多
岐
多
彩
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
よ
ね
。
こ
な
し
き
れ
て
い
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

余
力
が
な
い
で
す
ね
。
単
年
度
制
な
の

で
引
き
継
ぐ
の
も
大
変
。
我
々
も
考
え

ち
ゃ
い
ま
す
ね
。 

 

っ
た
と
い
う
の
も
動
機
と
し
て
あ
る
ん

で
す
。 

 

Ｉ
氏 

自
分
も
こ
の
一
年
で
出
向
し
て
よ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

じ
つ
は
こ
の
間
の
秋
田
で
の
「
翔
生
塾
」

で
自
分
が
い
ま
何
を
し
た
い
の
か
明
確

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。 

 

Ｈ
氏 

じ
つ
は
私
も
お
金
も
か
か
る
し
悩

み
ま
し
た
が
、
単
会
の
事
情
も
あ
っ
て

出
向
。
そ
れ
が
今
と
な
っ
て
は
自
分
自

身
い
ろ
ん
な
地
域
の
感
動
を
味
わ
え
、

ま
た
そ
れ
を
単
会
に
還
元
で
き
て
る
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
で

す
か
、
単
会
と
商
青
連
と
い
う
こ
と
で

は
、
な
に
が
違
う
の
で
し
ょ
う
？
Ａ
氏

は
？ 

 

 



 

  

は
無
理
が
あ
り
ま
す
よ
ね 

 

書
記 

こ
こ
に
も
例
を
見
ず
そ
ん
な
の
が

い
ま
す
よ
。
今
年
公
募
委
員
で
来
年
の

理
事
兼
委
員
長
予
定
者
な
ん
で
す
け

ど
・
・
・
。
で
も
、
い
ま
か
ら
ど
ん
な

に
な
る
の
か
、
気
に
な
っ
て
気
に
な
っ

て
、
胃
が
痛
い
よ
・
・
・
。 

 

Ｋ
氏 

初
め
て
の
理
事
で
や
っ
た
こ
と
も

な
い
委
員
長
な
ら
前
年
を
踏
襲
し
よ
う

と
す
る
だ
け
で
時
間
が
過
ぎ
る
し
、
そ

れ
な
ら
書
記
さ
ん
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
思
っ
た
よ
う
に
突
き
進
ん

で
・
・
・
。 

 

書
記 

ガ
ラ
ッ
と
変
化
し
た
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
ね
。 

 

Ｋ
氏 

で
も
、
立
場
代
わ
っ
て
商
青
連
の

会
長
と
な
る
と
、
至
難
の
技
だ
ろ
う
ね
。

全
国
大
会
を
境
に
五
年
以
上
は
拘
束
さ

れ
ま
す
し
、
な
か
な
か
変
化
が
難
し
い

 

Ａ
氏 

単
会
で
で
も
直
前
会
長
の
存
在
は

気
に
な
る
し
ね
。
何
か
変
え
よ
う
と
す

る
と
力
が
要
る
よ
ね
。 

 

書
記 

会
議
の
と
き
な
ん
か
会
長
の
横
に

直
前
が
い
る
と
ち
ょ
っ
と
気
使
っ
て
発

言
的
に
遠
慮
し
て
な
い
で
す
か
？ 

 

Ｋ
氏 

で
も
、
単
会
な
ら
け
ん
か
も
し
ま

す
よ
、
し
や
す
い
し
。
商
青
連
で
は
も

っ
と
公
募
委
員
の
声
も
聞
い
て
使
い
こ

な
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か

な
。 

 

Ｉ
氏 

研
修
で
言
え
ば
去
年
に
く
ら
べ
今

年
は
公
募
委
員
も
増
え
て
、
ま
た
分
け

隔
て
も
無
く
良
か
っ
た
か
ら
、
全
委
員

会
募
集
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

 

書
記 

で
も
、
例
え
ば
企
画
の
よ
う
に
、

あ
る
種
精
鋭
的
な
限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー

で
無
い
と
動
け
な
い
委
員
会
は
足
か
せ

を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
よ
。 

 

Ｓ
氏 

商
青
連
は
上
部
組
織
で
は
あ
り
ま

せ
ん
と
何
度
も
言
っ
て
お
ら
れ
て
も
、

単
会
か
ら
見
る
と
そ
う
は
見
え
ず
に
、

―
こ
こ
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
Ｏ
氏
乱
入 

Ｏ
氏 

ぼ
く
も
み
な
さ
ん
と
同
じ
思
い
で

す
。
た
だ
商
青
連
と
し
て
は
「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
と
る
事
業
」
と
「
支
援
を

し
て
い
く
事
業
」
の
二
面
で
考
え
た
ら

ど
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
災
害
の
支

援
で
も
「
支
援
し
た
い
人
達
の
支
援
」

の
道
筋
を
整
備
す
る
、
と
い
う
感
じ

で
・
・
・
。 

 

Ｈ
氏 

た
し
か
に
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る
必

要
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

Ａ
氏
：
変
え
る
と
い
っ
て
も
複
数
年
間
し

な
い
と
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
ね
。
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
認
知
度
が
低
く
て
担
当
大
臣
で

す
ら
Ｊ
Ｃ
と
間
違
う
な
か
で
、
認
知
度 

を
上
げ
よ
う
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
内
在
す
る

縛
り
が
結
構
き
つ
い
ん
で
す
よ
。
や
り

た
い
こ
と
を
や
る
、
そ
の
た
め
に
決
ま

り
ご
と
を
決
め
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

柔
軟
さ
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
え
る
ん

で
す
。 

 

Ｋ
氏 

単
会
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
を
と
り
あ
げ

て
事
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど

単
年
度
で
会
長
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま

す
よ
ね
。
単
会
に
よ
っ
て
や
わ
ら
か
い

と
こ
ろ
も
お
堅
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
商
青
連
で
も
大
会
日
程
が
変
更
に

な
る
と
い
う
初
の
試
み
が
あ
り
ま
し
た

が
こ
う
い
う
自
由
な
変
更
が
、
受
け
皿

を
広
く
し
て
熱
が
伝
わ
る
と
い
う
一
面

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
広
報
も
公
募
委
員

で
変
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

 

書
記 

変
わ
っ
た
と
い
う
か
活
性
化
し
た

と
思
い
ま
す
。（
自
己
満
足
？
！
）
全
体

的
な
活
動
内
容
な
ん
か
は
来
年
度
の
特

別
委
員
会
が
一
年
か
け
て
考
え
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。 

 

Ｈ
氏 

そ
う
な
ん
で
す
か
。 

 

Ｋ
氏 

委
員
会
や
執
行
部
で
の
引
き
継
ぎ

を
出
来
る
人
材
の
登
用
な
ん
か
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
ね
。
専
門
委
員
か
ら
委

員
長
な
ん
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。 

 

Ｉ
氏 

理
事
か
ら
委
員
長
を
選
出
す
る
の 

だ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
や
県
連
会
長
に

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
気
が
し
ま
す
。 

 

書
記 

そ
う
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
ね
。 

 Ｋ
氏 

県
連
会
長
が
委
員
長
を
す
る
の
も

き
つ
い
し
、
県
連
の
副
会
長
あ
た
り
に
活

躍
し
て
も
ら
う
の
も
あ
り
だ
と
思
う
。 

 

―
こ
こ
か
ら
Ｈ
氏
か
ら
司
会
を
書
記
が
奪

還
― 

 

書
記 

で
は
皆
さ
ん
、
最
後
に
・
・
来
年

も
公
募
に
よ
る
出
向
さ
れ
ま
す
か
？

ま
た
今
年
度
や
っ
て
み
て
居
心
地

（
？
！
）
い
か
が
で
し
た
か
？ 

 

Ｋ
氏 

今
年
は
１
０
０
％
使
っ
て
も
ら
っ

て
満
足
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

の
都
度
や
っ
て
行
き
た
い
で
す
ね
。 

 
Ｓ
氏 
居
心
地
で
す
か
、
そ
れ
は
い
い
の

が
い
い
こ
と
な
の
か
な
。
こ
れ
だ
け
や

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
自
分
の
終
わ
り

な
の
で
来
年
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

Ｈ
氏 

僕
も
こ
の
ま
ま
で
は
消
化
不
良
な

の
で
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
・
・
・（
笑
っ

て
ご
ま
か
す
） 

 

Ｉ
氏 

来
年
は
新
し
い
委
員
会
が
い
い
け

ど
、
条
件
が
あ
っ
て
ダ
メ
み
た
い
。
で

も
ど
こ
か
に
出
向
し
ま
す
。 

 

書
記 

私
も
自
分
の
単
会
か
ら
ず
っ
と
誰

か
が
出
向
し
て
く
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
で
も

ね
。 

 

Ｏ
氏 

出
向
者
は
県
連
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
商

青
連
と
各
人
の
仕
事
と
か
に
よ
っ
て
、

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
と
こ
ろ
に
自
由
に
出

向
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。 

 

Ｋ
氏 

そ
れ
に
各
地
域
か
ら
偏
ら
ず
に
出

向
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。 

 

書
記 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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Ｋ氏  商青連暦すごいたくさん。名物男として有名 ＢＮ委員会       Ｓ氏 神奈川の秘蔵っ子 ＣＢ委員会 前会長の側近の一人 

Ａ氏 愛知県のいたずらっ子 広報          書記(k 氏) 次年度広報委員長     カメラマンＯ氏 長身繊細年長者 

 

 

 



  

「YEG 事業データベース」とは、各地単会事業と各単会情報(資

源表)を統合した環境として構築された、全国 YEG の総合データ

ベースシステムです。各地 YEG では「まちづくり」をはじめとし

て「まつり」「研修」「環境」等をテーマとした、様々な素晴ら

しい事業が展開されています。その各地単会の情報を全国のメン

バーに共有していただく為に「YEG 事業データベース」は開設さ

れました。 

 「YEG 事業データベース」は、全国各地で開催されている様々

な事業をより多く登録していただき、情報とノウハウを蓄積して

いく事により、その真価を発揮いたします。現在は、開設間もな

い事もあり、登録数はまだまだ少ない状況です。是非、皆様より

の「YEG 事業データベース」への多数のご登録をお願いいたしま

す。 

 単会での新規事業の立ち上げ、また、単会事業を更にパワーア

ップさせる為に、この全国 400 単会の事業ノウハウは欠かせない

情報源となるはずです。 

総務委員会委員長  森 通人

 

 
総務委員会より

「YEG 事業データベース」・・・https://at.yeg.jp/yegdb/ 

「データベースへのアクセス方法や登録方法」・・・ 

http://yeg.jp/2004/chart/general_affairs/040915/index.html 

ＹＹＹＥＥＥＧＧＧ事事事業業業デデデーーータタタベベベーーースススっっっててて？？？   「
第
２
回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
を

通
じ
て
、
各
地
に
埋
も
れ
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
掘
し
、
そ
の

起
業
化
・
事
業
化
を
促
し
、
地
域

経
済
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
企

業
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
し
た
。 

従
っ
て
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
た
応
募
者
に
単
に
順
位

を
つ
け
た
り
、
賞
金
を
出
す
の
で 

な
く
、
下
記
の
各
種
研
修
・
指
導

に
よ
り
プ
ラ
ン
の
作
成
・
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
選

考
、
表
彰
の
一
連
の
活
動
を
通

し
、
様
々
な
角
度
か
ら
自
ら
の
経

営
力
・
経
営
セ
ン
ス
を
磨
く
場
を

提
供
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
表
彰
・
発
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
そ
の
プ

ラ
ン
を
世
に
知
ら
し
め
、
企
業
提

携
等
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
促
し
、
起
業
化
・
事
業
化
の
促

進
を
目
指
し
ま
し
た
。 

今
回
、
全
国
か
ら
３０
件
の
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
が
応
募
さ
れ
、
現
在

も
審
査
、
応
募
者
へ
の
各
種
研
修
・

指
導
を
通
じ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

進
行
し
て
お
り
ま
す
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

開
催
さ
れ
た
研
修
】 

●
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」
（
応
募
に
先
駆
け
た
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
研
修
） 

 

●
応
募
さ
れ
た
全
プ
ラ
ン
へ
の
評

点
・
コ
メ
ン
ト
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク 

 

●
１
次
審
査
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ツ
ク
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
指
導 

 

●
２
次
審
査
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修 

 

（
研
修
・
指
導
：
㈱
野
村
総
合
研
究

所
・
㈱
小
宮
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
） 

 

ま
た
、
本
年
度
は
「
翔
生
塾
in

秋
田
」
と
題
し
、
秋
田
Ｃ
Ｃ
Ｉ
・
秋

田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
協
力
の
も
と
２
泊
３

日
の
合
宿
研
修
を
開
催
し
ま
し

た
。
メ
イ
ン
講
師
で
あ
る
越
純
一

郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
５
名
の
プ

ロ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
経
営

塾
と
な
り
、
た
い
へ
ん
大
き
な
気
づ

き
の
場
に
な
り
ま
し
た
。 

        

今
回
の
翔
生
塾
の
目
的
は
、
会

員
の
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上

を
目
的
と
し
、
経
営
者
と
し
て
必

要
と
さ
れ
る
人
格
的
要
素
と
技

術
的
要
素
の
両
面
を
身
に
つ
け
る

た
め
「
志
（
経
営
理
念
）
の
大
切

さ
」
と
「
売
上
販
売
力
強
化
」
を
柱

と
し
た
、
「
美
し
い
日
本
の
創
造
」

に
向
け
た
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

力
の
向
上
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
し
た
。
経
営
者
の

人
格
か
ら
滲
み
出
た
哲
学
、
経
営

理
念
を
も
と
に
、
戦
略
を
た
て
、

戦
術
を
練
り
、
販
売
の
現
場
で
戦

闘
し
て
い
く
一
気
通
貫
の
大
切
さ

を
教
わ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
後
は
、
大
館
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
よ
る
お
も
て
な
し
の
「
日
本
一
の

き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
を
囲
ん
で
の
熱
い

討
論
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。 一

年
を
通
じ
、
事
業
開
催
に
対

し
、
各
方
面
か
ら
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
委
員
会
委
員
長 池

戸 

一
成 

 

 

 

本
年
度
の
研
修
委
員

会
は
、
商
青
連
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
あ
る
「
美
し
い
日
本
の
創

造
」
を
、
メ
ン
バ
ー
が
事
業

活
動
を
通
じ
て
目
指
し
て

い
け
る
よ
う
、
高
い
「
志
」

と
「
経
営
ス
キ
ル
」
を
身
に

つ
け
た
経
営
者
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
に
主
眼
を

お
い
た
研
修
事
業
を
開
催

し
て
参
り
ま
し
た
。 

Committee 

研
修
委
員
会
報
告 



  

 
 

10月 16～17日、「商工会議所青年部 第２回全国サッカー大会茨城大会」が、日立ＹＥＧの主管の
もと、日立市・ひたちなか市の３会場において開催されました。 
参加チームは、昨年の開催地、藤枝ＹＥＧ、昨年優勝の日立ＹＥＧ、古河ＹＥＧ、ひたちなかＹＥＧ、

浜松ＹＥＧ、上尾ＹＥＧ、埼玉県連、群馬県連、千葉県連の９チーム。 
初日の予選は各３チームごとに分かれてのリーグ戦、２日目は予選リーグごとの１位、２位、３位ご

とに分かれた決勝リーグ。試合中は、日頃の運動不足のせいか、それと年齢のせいもあるのか、足のつ

りや肉離れ、息が上がり動けなくなる選手や足がもつれ転ぶ選手と熱戦の中にも、笑いがこぼれる場面

も多々あり、そして初日夜の大懇親会のあとには、日立の町 
に繰り出すのかと思いきや、２日目の決勝リーグに体力を 
温存する為なのか、それとも満身創痍で早く横になりたい 
からか、静かな夜を過ごし、とても健康的で楽しい有意義な 
サッカー交流になったようです。 
ボールがあれば手軽に出来るのがサッカーです。来年は 
皆さんの単会でも参加されては如何でしょうか？スポーツで 
流す汗はとても心地いいものですよ! 

 Local News + α 
ＹＥＧサッカー大会を振り返って

編/集/後/悔・・・ 

会長の言う「美しい日本」の芽は育ったのだろうか。広報委員としてできることは「美し

い」委員長を助けるだけか。いろんなアイデアを持ちながら何もできなかったのに本

年度も残りわずか。商青連に自主的に出向できるようになってよかったと思いつつ、

まだまだ広報不足の為、「こりゃええわ熱」が伝わってない。出向者は熱く蠢いてい

る。何もしないで報われるなんて虫がいい。三月の声を聞けば「啓蟄」。虫だって黙っ

て寝てた訳ではなかった。目的を持ってがんばってきたものだけが土から這い出てく

る。僕もまたその熱をもらって単会に戻ります。紙発行の予算はなく、それでも各単会

でプリントアウト配布され、この編集後悔を読む人がたくさんいると願いつつ。つづ

け、商青連へ、熱き者達よ。（小川） 

あ
の
牛
で
有
名
な
米
沢
の
町
に 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
イ
キ
イ
キ
と
し
て
る
み
た
い   

「
の
り
く
ん
は
、
よ
ね
ざ
わ
ダ
イ
ス
キ
っ
！ 

毎
日
、
美
味
し
い

も
の
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
眠
っ
て
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
・
・
お
出

か
け
も
す
る
よ
！
色
ん
な
人
に
よ
ね
ざ
わ
に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い

ん
だ
！
だ
か
ら
の
り
く
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
色
ん
な
お
店
紹

介
し
て
る
の
。
み
ん
な
よ
ね
ざ
わ
来
て
ね
っ
！
」
っ
て
言
っ
て
る
こ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
こ
こ
行
っ
て
み
っ
ぺ
！！
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

か
わ
い
い
女
子
ア
ナ
が
会
員
の
い
ろ
ん
な
店
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
動
画
で
声
付
き
！
！
こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
紹
介
し

て
も
ら
え
る
な
ら
入
会
し
て
も
い
い
か
な
。
会
員
同
志
の
理
解
が

ぐ
っ
と
増
し
て
単
会
事
業
に
も
い
い
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

も
ち
ろ
ん
商
売
の
大
き
な
助
っ
人
に
も
な
る
し
、
自
社
を
第
三

者
に
紹
介
し
た
い
と
き
に
も
役
に
立
ち
そ
う
で
す
よ
。 

ま
ん
ず
、
こ
ん
な
す
で
き
な
ア
イ
デ
ア
み
の
が
し
て
い
だ
ら
、

お
お
ぞ
ん
だ
べ
さ
！
？
？ 

こんな単会の
人 気 ホ ー ム ペ ー ジ
http://www.ycci.or.jp/ippin/ 

 
の
ぞ
い
て 

み
よ
う
！ 

 【
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
】

中
小
企
業
に
よ
る
研
究
技
術
開
発
と
そ
の
成
果

の
事
業
化
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。
要

す
る
に
「
お
金
も
あ
げ
ま
す
か
ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。 

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
で
は

自
社
の
技
術
開
発
力
ア
ッ
プ
や
事
業
化
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
会
議
所
で
も
申
し
込
み
方
法
な
ど
教
え
て

く
れ
ま
す
よ
。 

Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
の
創
設
を
提
言
し
た
日
商
で
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ

Ｒ
推
進
協
議
会
を
組
織
し
中
小
企
業
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
情
報
提
供
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
推
進
協
議
会
の
ペ
ー

ジ
）な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
、

中
小
企
業
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
助
成
制
度

を
集
約
し
た
冊
子
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
関
係
省
庁
連
絡
会
議

が
取
り
ま
と
め
）が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
経
済
産
業
省
、
中
小
企

業
庁
、
文
部
科
学
省
は
じ
め
、
各
省
庁
の
助
成
制
度

の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ 

 

「中小企業技術革新制度-ご利用の手引き」 
http://www.chusho.meti.go.jp/gijut/sbir/goriyounotebiki.pdf 

「SBIR推進協議会のページ」（平成１７年度の各制度の公募に関する情報あり） 
http://www.jcci.or.jp/sbir/index.html 

中
小
企
業
技
術
革
新
制
度 

知
ら
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
！！ 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
時
事
用
語 




